
 平 成 １ ５ 年 度  第 １ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  資

格 ア ナ ロ グ 第 ３ 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 

  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ４ Ｒ － 1 ～ 4 

 端末設備の接続のための技術 ５ ５ ５ ５ ― Ｒ － 5 ～  8 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ― Ｒ －  9 ～ 12 

４ 受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１R９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 
受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｑ11

2222222Ｒ2

333333Ｓ3

444444

5555Ｕ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｐ

5

Ｔ

6

Ｗ

4

5

6

7

8

9              

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成
Ｈ

Ｔ

 
５ 答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

６ 合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 
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電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成抵抗は、 (ア) オームである。(５点)

① ２ ② ２.４ ③ ４.８ ④ ６ ⑤ ８

(２) 図－２に示す回路において、端子ａ－ｂ間に交流電圧１７５ボルトを加えたとき、この回路

に流れる電流は、 (イ) アンペアである。 (５点)

① ４ ② ５ ③ ６.６ ④ ２０ ⑤ ４０

(３) コンデンサＣの両端に交流電圧Ｅを加えると、電流Ｉが流れる。このときのＥの位相は、Ｉ

に対して (ウ) となる。 (５点)

① ４５°遅れ ② ４５°進み ③ ９０°遅れ ④ ９０°進み ⑤ 同位相

１
(４) 単位長さ当たりの導線の電気抵抗は、その導線の断面積を 倍にするとき、 (エ) 倍

３
になる。 (５点)

１ １
① ② ③ １ ④ ３ ⑤ ９
９ ３

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) (ア) は、印加電圧の上昇に伴って抵抗値が減少する非直線性の素子であり、その特性

を用いて電話機回路における衝撃音の防止用などに用いられる。 (４点)

① ダイオード ② サイリスタ ③ サーミスタ ④ バリスタ ⑤ コンデンサ

図－１

４Ωａ ｂ

６Ω

４Ω

４Ω４Ω

ＸＬ＝２８ΩＲ＝２１Ω

図－２

ａ ｂ
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(２) 図－１に示す回路の端子ａ－ｃ間及びｂ－ｃ間に、それぞれ図－２に示す入力電圧Ｖ 及びＡ

Ｖ を加えたとき、出力端子に現れる電圧Ｖ の波形は、 (イ) である。ただし、ダイオＢ Ｏ

ードは、理想的な特性を持ち、|Ｖ |＝|Ｖ |とする。 (４点)Ａ Ｂ

図－１ 図－２

(３) ＦＥＴは、キャリアの移動を電界によって制御する (ウ) 形のトランジスタ素子である。

(４点)

① 電流制御 ② 容 量 ③ 電圧制御 ④ イオン

(４) エミッタ接地形トランジスタ回路の代表的な静特性の一つである (エ) 特性は、コレク

タ－エミッタ間の電圧Ｖ を一定に保ったときの、ベース電流Ｉ とコレクタ電流Ｉ との関ＣＥ Ｂ Ｃ

係を表したものである。 (４点)

① 入 力 ② 出 力 ③ 電圧増幅率 ④ 電流増幅率

(５) トランジスタのエミッタ電流Ｉ が２.０３ミリアンペア、コレクタ電流Ｉ が１.９８ミリＥ Ｃ

アンペアのとき、ベース電流Ｉ は (オ) マイクロアンペアである。 (４点)Ｂ

① ４０ ② ４２ ③ ４５ ④ ４９ ⑤ ５０

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) １０進数の８８を８進数に変換すると (ア) になる。 (５点)

① １０１ ② １１１ ③ １２０ ④ １３０ ⑤ １４０

(２) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (イ) にな

る。 (５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｂ)

① Ａ ② Ｂ ③ Ａ･Ｂ ④ Ａ･Ｂ ⑤ Ａ＋Ｂ

ｖＡ Ｂ

ａ

ｂ

ｃ

出力

ｖＡ

0

+

t

ｖＢ

0

+

t

ｖoＶ

0

+①
t 0

+②
t

ｖo ｖo
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+③
t

ｖo
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+④
t

ｖo
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(３) 図－１の論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力ａ及び入力ｂの論

理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係は、右の真理値表で示される。 (５点)

(４) 図－２の論理回路は、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係から、

(エ) の回路に置き換えることができる。 (５点)

① ＯＲ ② ＮＯＲ ③ ＡＮＤ ④ ＮＡＮＤ ⑤ ＮＯＴ

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図に示す電気通信回線ヘの入力レベルが－５デシベル、その伝送損失が１キロメートル当た

り (ア) デシベル、増幅器の利得が３０デシベルのとき、端子ａ－ｂでの受信レベルは、

－３デシベルである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。

(５点)

① ０.８ ② １.０ ③ １.２ ④ １.４

(２) 平衡対ケーブルで生ずる漏話は、一般に、周波数が高く (イ) 。 (５点)

① なると漏話減衰量は小さくなる ② なっても変化しない

③ なると漏話減衰量は大きくなる

図－１

ｂ

② ③ ④

入力ｂ

入力ａ
出力ｃＭ
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０
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０

ａ
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ｃ

① ⑤
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図－２
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(３) 長距離の線路を介して信号を伝送する場合、線路のインピーダンスに対する受端インピーダ

ンスの比が (ウ) のときに最も効率よく信号が伝送される。 (５点)

１① ② １ ③ ２ ④ ２
２

(４) 信号電力をＰ ワット、雑音電力をＰ ワットとすると、信号対雑音比は、 (エ) デシＳ Ｎ

ベルである。 (５点)

Ｎ Ｓ Ｓ ＮＰ Ｐ Ｐ Ｐlog log log log① １０ ② １０ ③ ２０ ④ ２０
Ｓ Ｎ Ｎ Ｓ１０ １０ １０ １０Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＦＭ変調方式は、搬送波の (ア) を信号の振幅に応じて変化させるものである。(５点)

① 位 相 ② 振 幅 ③ 周波数

(２) ＰＣＭ伝送方式において、量子化雑音は再生中継ごとに (イ) 。 (５点)

① 増加する ② 減少する ③ 消滅する ④ 変化しない

(３) 同軸ケーブルは、外部導体の働きにより、平衡対ケーブルと比較して (ウ) において誘

導等の妨害を受けにくい。 (５点)

① 比較的高い周波数 ② 比較的低い周波数 ③ アナログ伝送 ④ 電力伝送

(４) 光ファイバは、その中を通る光の (エ) により、単一モード形と多モード形とに分けら

れ、一般に、コア径は単一モード形の方が小さい。 (５点)

① 波 長 ② 強 度 ③ 伝搬モード ④ 反射モード
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端末設備の接続のための技術

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 水晶、ロッシェル塩、チタン酸バリウムなどの結晶に外部から圧力を加えて、ひずみを発生

させると、そのひずみに比例して結晶の両面に電圧が発生する。また、逆に、電圧を加えると、

電圧に比例したひずみが発生する。このような現象は、 (ア) といわれる。電話機の送話

器、受話器にはこの現象を利用したものがある。 (５点)

① ゼーベック効果 ② 圧電効果 ③ トムソン効果

④ 側 音 ⑤ 誘 導

(２) 側音について述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (５点)

① 側音は、送話者の音声や室内騒音などが送話器から入り通話回路、受話回路を

経て自分の耳に聞こえる音である。

② 側音を適当量に抑えるための回路は、側音防止回路といわれる。

③ 側音が大きいと、受話のとき相手の声が聞き取りにくい。

④ 側音が大きいと、送話者は自分の声が小さいと判断して大声で話すようになる。

(３) 図は、小電力形コードレス電話機の発呼時の一般的な接続動作シーケンスを示したものであ

る。図中のＢは、 (ウ) といわれる。 (５点)

① 音声回路ＯＮ信号 ② 呼出信号 ③ 発信信号

④ 発信音 ⑤ チャネル切替完了信号

コードレス
電話機(子機)

接続装置交 換 機

Ａ

発呼応答信号

発呼信号

Ｂ

Ｃ

通　　話 ～～～～

送受器を
上げる

指定通話
チャネル
へ切替

ダイヤル
する

送受器を
かける

ダイヤル信号

オンフック信号

終話信号

(待機状態)
(直流ループ開放)

(ＤＰ又はＰＢ信号送出)

選択信号

(直流ループ閉結)

指定通話
チャネル
へ切替

切断信号
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(４) 電子化電話機では、送受器に使用されている振動板と同様の振動板が、トーンリンガ回路の

(エ) に使用されている。 (５点)

① コンバータ ② ベル ③ 電子チャイム ④ ＩＣ ⑤ サウンダ

(５) 着信時、電話機から応答すると、一般に、交換機は発信側に対して送出していた呼出音を停

止し、 (オ) により着信側の応答したことを伝える。 (５点)

① 両線間の極性反転 ② 電源回路 ③ 片線へ地気送出 ④ 通話電流の瞬断

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 図は、電子化電話機の回路構成を示したものである。 (５点×２＝１０点)

(ⅰ) 図中のダイオードブリッジ回路は、電気通信回線の電圧極性が反転しても、押しボタンダ

イヤル発信回路などへ供給する (ア) の極性を一定に保つ動作をする。

① 交流電圧 ② 呼出信号 ③ 着信信号 ④ 直流電圧 ⑤ 選択信号

(ⅱ) 図に示す回路構成において、図中のＤは、 (イ) といわれる。

① 電源回路 ② 制御回路 ③ 通話回路網

④ 拡声アンプ ⑤ トーンリンガ回路

(２) 電子化電話機の機能について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ 内蔵メモリに複数のダイヤル番号を記憶させておき、当該ボタンを押下するだけで記憶さ

せた番号を送出できる機能は、ワンタッチダイヤル機能といわれる。

Ｂ 間違い電話を防止するため、電話機のディスプレイにあらかじめダイヤル番号を表示し、

確認後、ダイヤル信号送出を行う機能は、オンフックダイヤル機能といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

ﾀﾞｲﾔﾙｽｲｯﾁ

メ
モ
リ

押しﾎﾞﾀﾝ
ﾀﾞｲﾔﾙ　
発信回路

Ｃ

Ｓ

���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������

Ｄ

Ｂ

音　声
スイッチ

Ａ

Ｒ Ｔ

音量切替
スイッチ

音色切替
スイッチ

ﾌｯｸ
ｽｲｯﾁ

電気通信回線

スピーカ受話
音 量 調 節
ボリューム

スピーカ

電話機用ＬＳＩ

平衡回路網

受話器 送話器再ﾀﾞｲﾔﾙ
ｽｲｯﾁ

ｵﾝﾌｯｸﾀﾞｲﾔﾙ
ｽｲｯﾁ ﾀﾞｲｵ-ﾄﾞ

ﾌﾞﾘｯｼﾞ
回　路
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(３) 押しボタンダイヤル信号の発振回路には、ＬＳＩを使用し、デジタル処理によって２周波ダ

イヤル信号を合成する (エ) 方式を採用している。 (５点)

① アナライザ ② マルチ ③ アナログ ④ シンセサイザ

(４) 留守番電話機には、リモコン操作の際、呼出音２回で応答しないときは、前回の用件確認以

降、新たに用件録音がされていないなど呼出音の回数で用件録音の有無を知ることができる

(オ) 機能を有するものがある。 (５点)

① 自動通報 ② 保留転送 ③ 着信モニタ

④ テレコントロール ⑤ トールセーバ

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 図は、ＪＩＳ Ｘ ５１０１に規定する変復調装置と端末装置間の信号の授受を示したもので

ある。図中のＢ、Ｄは、それぞれ (ア) 信号といわれる。 (５点)

① 端末装置レディ(ＥＲ)、送信要求(ＲＳ)

② データセットレディ(ＤＲ)、送信要求(ＲＳ)

③ 端末装置レディ(ＥＲ)、送信可(ＣＳ)

④ データセットレディ(ＤＲ)、送信可(ＣＳ)

(２) 電話交換網に接続する全二重式のデータ伝送用変復調装置には、周波数分割方式とハイブリ

ッド回路を用いた (イ) 方式とがある。 (５点)

① 位相差分 ② エコーキャンセラ ③ 振幅分割 ④ 量子化多重

(３) 網制御装置は、 (ウ) を利用してデータ伝送する場合に用いられる。 (５点)

① 電話機 ② 専用線 ③ 電話網 ④ 音響結合装置

送 信 側 伝 送 路 受 信 側

送信データ(ＳＤ)

受信データ(ＲＤ)

送信データ

キャリア送出

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
キャリア検出(ＣＤ)

変復調装置 変復調装置端末装置 端末装置
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(４) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２５bisに準拠して自動起呼を行う場合、データ端末装置(ＤＴＥ)からデ

ータ回線終端装置(ＤＣＥ)に対しては、ダイヤル番号をパラメータとしたＣＲＮ (エ) が

送信される。 (５点)

① キャラクタ ② データ ③ コマンド ④ インディケーション

(５) ファクシミリ装置で使われているＩＣ技術を用いたＣＣＤ／ＭＯＳイメージセンサは、小さ

なチップサイズに高集積化されている。このため、原稿の像をイメージセンサ上に縮小して結

像させる (オ) が必要である。 (５点)

① クラッド ② シフトレジスタ ③ メモリ ④ レンズ

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 同一敷地内にある別の建物に、架空配線により電話機を増設する場合には、通常、引張り強

度を保つため、 (ア) を使用して引留具により建物の壁面に固定する方法が採られる。

(５点)

① 構内ケーブル ② 屋外線 ③ 鋼心アルミより線 ④ 硬銅より線

(２) アンダーカーペット配線方式では、建物内の床面に通信用などのケーブルを布設するとき、

ケーブルの保護や固定のために各種の (イ) を用いている。 (５点)

① フロアダクト ② フラットプロテクタ ③ 金属管

④ Ｎ形ワイヤプロテクタ ⑤ 粘着テープ

(３) 屋内線が家屋の壁等を貫通する箇所で絶縁を確保するためや、電灯電力線及びその他の支障

物から屋内線を保護するためには、一般に、 (ウ) が用いられる。 (５点)

① 硬質ビニル管 ② 立上り電線カバー

③ ＰＶＣ電線防護カバー ④ ワイヤプロテクタ

(４) 電圧をアナログ式テスタを用いて測定するときは、一般に、最初に最大のレンジにしておい

たテスタを被測定回路に対して (エ) 接続し、順次小さいレンジへ切り替えて測定を行う。

(５点)

① 直列に ② 並列に ③ ３点で ④ コイルを通し

(５) データ端末装置の信号をアナログ電話回線に送出するときには、変復調装置が必要となるが、

変復調装置は、 (オ) 信号とアナログ信号との相互変換のために用いられる。 (５点)

① 音 声 ② デジタル ③ 位 相 ④ ダイヤル ⑤ 周波数
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 電気通信役務とは、 (ア) 他人の通信を媒介し、その他電気通信設備を他人の通信の用

に供することをいう。 (５点)

① 符号、音響又は影像により ② 公共の福祉を増進するため

③ 有線又は無線により ④ 電気通信設備を用いて

(２) 電気通信事業に従事する者は、在職中電気通信事業者の取扱中に係る通信に関して知り得た

(イ) の秘密を守らなければならない。 (５点)

① 公 共 ② 他 人 ③ 個 人 ④ 企 業

(３) 次の二つの記述は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ 電気通信事業者は、電気通信役務の提供について、不当な差別的取扱いをしてはならない。

Ｂ 電気通信事業の種類は、第一種電気通信事業及び第二種電気通信事業に区分され、また、

第二種電気通信事業の種類は、一般第二種電気通信事業及び特別第二種電気通信事業に分け

られている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 次の二つの記述は、 (エ) 。 (５点)

Ａ 工事担任者試験に合格した者と同等以上の知識及び技能を有すると総務大臣の指定する試

験機関が認定した者には、工事担任者資格者証が交付される。

Ｂ 利用者は、端末設備を電気通信回線設備に接続するときは、工事担任者に、当該工事担任

者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又は実地に監督させなければならない。

ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 次の二つの記述は、 (オ) ｡ (５点)

Ａ 事業用電気通信設備とは、第一種電気通信事業者及び特別第二種電気通信事業者がその電

気通信事業の用に供する電気通信設備をいう。

Ｂ 事業用電気通信設備は、総務省令で定める技術基準に適合するように維持されなければな

らない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣

(これに基づく告示を含む。)及び｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして最も適したものを

選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 技術基準適合認定を受けた端末機器を電気通信回線設備に接続するとき、工事担任者を要し

ない接続の方式として挙げた次の二つの記述は、 (ア) 。 (５点)

Ａ プラグジャック方式により接続する接続の方式

Ｂ アダプタ式ジャック方式により接続する接続の方式

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 利用者が端末機器を電気通信回線設備に接続する場合について述べた次の二つの記述は、

(イ) 。 (５点)

Ａ アナログ第３種工事担任者は、端末設備に収容される電気通信回線の数が１を超えるもの

をアナログ伝送路設備に接続するための工事を行い、又は監督することができる。

Ｂ アナログ第３種工事担任者は、自営電気通信設備に収容される電気通信回線の数が１のも

のをアナログ伝送路設備に接続するための工事を行うこと、又は監督することができない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 工事担任者がその資格者証の返納を命ぜられた場合は、その処分を受けた日から (ウ)

以内にその資格者証を総務大臣に返納しなければならない。資格者証の再交付を受けた後失っ

た資格者証を発見したときも同様とする。 (５点)

① １週間 ② １０日 ③ １５日 ④ １月 ⑤ ３月

(４) 有線電気通信とは、送信の場所と受信の場所との間の線条その他の (エ) を利用して、

電磁的方式により、 (オ) 、音響又は影像を送り、伝え、又は受けることをいう。

(５点×２＝１０点)

① 導 体 ② 物 体 ③ 電気的設備

④ 記 号 ⑤ 符 号 ⑥ 信 号

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 次の二つの記述は、 (ア) 。 (５点)

Ａ アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点において

２線式の接続形式で接続されるものをいう。

Ｂ 応答とは、電気通信回線からの呼出しに応ずるための動作をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 利用者の接続する端末設備と事業用電気通信設備との (イ) における接続の方式は、総

務大臣が別に告示するもの又は端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信回線設備から

容易に切り離せるものでなければならない。 (５点)

① 接続点 ② 送受点 ③ 保安器 ④ 分界点
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(３) 次の二つの記述は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能を有

しなければならない。

Ｂ 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ずる発振

状態をいう。)を発生することを防止するために第一種電気通信事業者が別に認可する条件

を満たすものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が (エ) となるように接地しなけれ
きょう

ばならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、この限りでな

い。 (５点)

① １０オーム以下 ② １００オーム以下 ③ １００オーム以上

④ ２００オーム以下

(５) 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備は、総務大

臣が別に告示する条件に適合する識別符号(端末設備に使用される無線設備を識別するための

符号であって、通信路の設定に当たってその (オ) が行われるものをいう。)を有するも

のでなければならない。 (５点)

① 照 合 ② 選 択 ③ 受 信 ④ 登 録

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) アナログ電話端末の (ア) は、発信又は応答を行うとき閉じ、通信が終了したとき開く

ものでなければならない。 (５点)

① ダイヤルパルス信号回路 ② 受話回路 ③ ベル回路 ④ 直流回路

(２) アナログ電話端末の発信の機能に関する次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉じてから３秒以上経過後に選

択信号の送出を開始するものでなければならない。ただし、電気通信回線からの発信音又は

これに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっては、この限りでない。

Ｂ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気通信回

線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後２分以内に直流回路を開くものでなけ

ればならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) アナログ電話端末の選択信号が２０パルス毎秒方式のダイヤルパルスの信号である場合、そ

の信号のミニマムポーズは、 (ウ) ミリ秒以上でなければならない。 (５点)

① ３００ ② ４５０ ③ ６００ ④ ７５０
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(４) アナログ電話端末の選択信号のうち、ダイヤルパルスの条件に関する次の二つの記述は、

(エ) 。 (５点)

Ａ ダイヤルパルス速度とは、１秒間に断続するパルス数をいう。

Ｂ ミニマムポーズとは、隣接するパルス列間の休止時間の最大値をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路の電気的条件に関する次の二つの

記述は、 (オ) 。 (５点)

Ａ 直流回路の直流抵抗値は、１メガオーム以上でなければならない。

Ｂ アナログ電話端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであってはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない




